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国
内
に
お
け
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
時
間

制
で
車
を
必
要
な
時
だ
け
利
用
で
き
る
会
員
サ

ー
ビ
ス
）
の
需
要
は
、
急
速
な
ペ
ー
ス
で
増
え

続
け
て
い
る
。

　

公
益
財
団
法
人 

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
財
団
に
よ
る
と
、
全
国
の
会
員
数
の
合

計
は
２
０
１
０
年
に
１
・
６
万
人
程
度
だ
っ
た

も
の
が
、
15
年
に
は
68
・
１
万
人
、
17
年
に
は

１
０
８
・５
万
人
、
18
年
３
月
時
点
で
１
３
２
・

１
万
人
（
対
前
年
22
％
増
）
ま
で
拡
大
し
て
い

る
。（
図
表
１
）

　

但
し
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
状
況
は

地
域
間
格
差
が
大
き
く
、
16
年
末
時
点
の
主
要

５
社
の
都
道
府
県
別
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
の
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
全
国
１
万
１
７
９
３
ヵ
所
の

う
ち
、
東
京
都
が
39
・
２
％
、
大
阪
府
が
15
・

６
％
、
神
奈
川
県
が
10
・
２
％
、
愛
知
県
が
６
・

０
％
、
兵
庫
県
が
５
・
３
％
と
上
位
の
５
都
府

県
で
76
％
を
占
め
る
。
ま
た
そ
れ
に
続
く
千
葉

県
、
埼
玉
県
、
京
都
府
、
福
岡
県
、
広
島
県
を

含
む
上
位
10
都
府
県
で
は
91
％
を
占
め
て
い
る
。

（
図
表
２
）

　

従
っ
て
、
現
行
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
大

都
市
特
化
型
で
普
及
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

２
．
大
都
市
の
若
年
層
に
は
、
車
と
の
接
点
を

増
や
し
保
有
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
側
面
も

　

最
大
手
の
パ
ー
ク
24
㈱
（
タ
イ
ム
ズ
カ
ー
プ

ラ
ス
を
展
開
）
に
よ
る
と
会
員
の
約
半
数
は
20

～
30
代
が
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大

１
．
急
速
に
普
及
が
進
む
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
は
大
都
市
特
化
型

カーシェアリング普及への見方と、
シェアリング時代を見据えたビジネス
変革の考え方について
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図表１．日本のカーシェアリング会員数と車両台数の推移
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都
市
部
に
住
む
若
年
層
に
と
り
、
車
の
保
有
は

駐
車
場
代
や
税
・
保
険
料
等
の
コ
ス
ト
負
担
が

過
重
で
あ
る
た
め
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
そ

の
代
替
手
段
と
し
て
ニ
ー
ズ
に
合
い
需
要
が
伸

び
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
同
社
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
15
年
）

で
は
、
カ
ー
シ
ェ
ア
利
用
に
よ
る
「
ク
ル
マ
へ

の
興
味
の
変
化
」
で
は
、「
以
前
よ
り
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
人
が
、
18
～
24
歳
で
は

74
％
と
高
く
（
全
年
代
平
均
33
％
の
倍
以
上
）、

将
来
的
な
購
入
意
向
に
関
し
て
は
、「
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
、
自
分
の
車
が
欲

し
い
と
思
っ
た
」人
が
36
％
と
な
っ
て
お
り（
全

年
代
平
均
で
19
％
）、
自
動
車
保
有
に
向
け
た

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
も
プ
ラ
ス
の
作
用
を
及
ぼ
し

て
い
る
側
面
が
う
か
が
え
る
。

　

社
会
環
境
と
し
て
若
年
層
の
経
済
的
余
裕
度

が
低
下
、
車
へ
の
関
心
も
低
下
し
、
大
都
市
部

で
は
車
保
有
率
の
低
下
基
調
が
続
い
て
き
た
中

で
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
彼
ら
と
の
接
点
拡

大
に
有
効
な
面
は
強
い
だ
ろ
う
。

３
．
車
保
有
層
が
カ
ー
シ
ェ
ア
利
用
に
シ
フ

ト
す
る
意
向
は
強
く
な
い
が
、
大
都
市
の
若

年
層
に
は
影
響
が
大
き
く
な
る
可
能
性
も

　

一
方
で
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
本
来
車
を

保
有
し
て
い
た
は
ず
の
人
の
保
有
を
減
ら
す
リ

ス
ク
も
は
ら
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

現
代
文
化
研
究
所
が
自
動
車
保
有
者
を
対
象

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
し
た
結
果
（
２
２

８
６
サ
ン
プ
ル
）
を
紹
介
す
る
。

　
「
現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
が
今
よ
り
高
ま
れ
ば
、
自
家
用
車
の
保
有
を

止
め
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
利
用
に
移
行
す

る
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
移
行
す
る
可
能

性
は
か
な
り
高
い
」
は
全
国
平
均
で
７
％
と
少

な
く
、「
移
行
を
検
討
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
を

併
せ
た
検
討
可
能
性
あ
り
層
で
36
％
と
い
う
水

準
で
、さ
ほ
ど
脅
威
と
は
い
え
な
い
。（
図
表
３
）

　

仮
に
ま
だ
車
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
想

定
し
た
場
合
の
選
択
で
も
、「
保
有
を
し
な
か

っ
た
と
思
う
」
人
は
12
％
で
、「
保
有
す
る
か

を
よ
く
検
討
し
た
と
思
う
」
を
含
め
て
43
％
と

い
う
状
況
と
な
っ
た
。

　

但
し
、
地
域
に
よ
る
反
応
差
が
大
き
く
、
車

の
必
需
性
が
高
い
地
方
部（
人
口
10
万
人
未
満
）

ほ
ど
、
検
討
意
向
は
低
い
特
徴
が
あ
る
。

　

一
方
で
大
都
市
部
（
三
大
都
市
圏
及
び
政
令

指
定
都
市
）
の
20
～
30
代
で
は
保
有
か
ら
の
移

行
検
討
可
能
性
あ
り
層
が
52
％
と
半
数
を
超
え

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
時

に
は
、
保
有
コ
ス
ト
の
負
担
感
か
ら
保
有
中
止

層
が
一
定
程
度
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
今

後
の
若
年
層
の
経
済
的
余
裕
度
の
条
件
と
、
供

給
側
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
進
化
度
合
（
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
や
選
択
車
種
、
借
り
た
い
時
に
借
り

ら
れ
る
等
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
な
ど
）
に
よ
り
、

影
響
度
が
変
化
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

回
答
者
の
居
住
地
で
現
行
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
広
く
普
及
す
る
と
思
う
か
に

つ
い
て
は
、「
非
常
に
広
く
普
及
す
る
」
は
全

国
平
均
で
４
％
に
留
ま
り
、「
あ
る
程
度
普
及

す
る
」
を
併
せ
て
35
％
と
な
っ
た
。

図表３．�自家用車の保有をやめてカーシェアリングの利用に移行す
ることについて� （％）

出所）現代文化研究所「2018年全国自動車保有ユーザー調査（2,286サンプル）」
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普
及
へ
の
見
方
は
地
域
間
格
差
が
顕
著
で
、

三
大
都
市
圏
中
心
部
で
は
「
普
及
す
る
」
と
の

見
方
が
57
％
を
占
め
る
一
方
、
10
万
人
未
満
都

市
や
町
村
・
郡
部
で
は
23
～
26
％
と
２
倍
以
上

の
差
が
あ
る
。（
図
表
４
）

　

人
口
密
度
が
低
く
利
用
者
が
少
な
け
れ
ば
、

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成

り
立
た
ず
、
地
方
部
で
は
難
し
い
面
が
あ
る
。

　

一
方
、
大
都
市
部
で
は
地
代
が
高
く
、
利
用

者
の
利
用
日
時
も
集
中
す
る
中
で
利
便
性
を
高

め
る
に
は
台
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の

コ
ス
ト
を
超
え
る
車
の
稼
働
率
が
必
要
と
な
る

た
め
、
法
人
会
員
を
増
や
す
な
ど
、
採
算
を
取

る
仕
組
み
の
整
備
が
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
乗
り
捨
て
自
体
は
、
国
土
交
通
省
通
達

で
解
禁
さ
れ
て
い
る
が
、
条
件
と
し
て
そ
の
た

め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
取
る
必
要
が
あ

り
、
採
算
の
面
か
ら
導
入
例
は
殆
ど
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

従
っ
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
今
後
の
普
及

は
、
人
口
密
集
地
域
の
若
年
層
が
普
及
牽
引
の

核
と
な
り
、
普
及
の
度
合
い
は
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
の
進
展
次
第
で
幅
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

　

海
外
で
は
、
車
保
有
者
が
車
を
使
わ
な
い
時

に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
用
に
他
人
に
貸
せ
ば
収
入
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
お
り
、
日
本
で
も
既
に
事
業
が
行
わ
れ
会
員

数
が
10
万
人
以
上
と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
う
し

た
個
人
間
カ
ー
シ
ェ
ア
仲
介
で
は
、
貸
し
手
は

保
有
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
、
借
り
手
も
通
常
の

レ
ン
タ
カ
ー
の
半
額
程
度
で
利
用
で
き
る
な
ど

負
担
軽
減
が
可
能
で
、
借
り
手
は
若
者
に
多
い

よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
道
路
運
送
車
両
法
の
レ

ン
タ
カ
ー
事
業
の
規
制
等
に
関
し
グ
レ
ー
な
領

域
と
言
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
課
題
も
あ
る
。

４
．
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
時
代
を
見
据
え
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
強
み
を
生
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
創
造
が
望
ま
れ
る

　

長
期
的
視
点
で
は
、
将
来
の
市
場
を
担
う
若

年
層
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
影
響
を

強
く
受
け
る
こ
と
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

世
界
的
に
「
所
有
か
ら
利
用
へ
」
と
い
う
流

れ
は
加
速
し
て
お
り
、
日
本
で
も
モ
ノ
を
保
有

す
る
の
で
は
な
く
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
と
い
う
月
額
等
の
継
続
従
量
課
金
制
に
よ

る
合
理
的
な
課
金
形
態
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

音
楽
や
動
画
の
配
信
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は

カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
、
洋
服
・
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ー
ツ
、
雑
貨
類
ま
で
大
手
企
業
の
参
入

も
続
き
、
合
理
的
な
利
用
契
約
の
利
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
消
費
者
の
価
値
観
を
変
え
て
い
く
取

り
組
み
が
広
く
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
は
流

通
秩
序
の
安
定
が
続
い
た
自
動
車
業
界
と
言
え

ど
も
、
構
造
変
革
が
起
き
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
新
規
参
入
組
に
先
駆
け
て
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
業
界
自
ら
が
持
て
る
強
み
を
生
か

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
、
提
案

し
て
い
く
必
要
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

ま
ず
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
強
み
は
、
既
に
国
内
で

７
千
万
台
以
上
の
車
の
保
有
を
支
え
、
店
舗
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
敷
地
、
展
示
・
試
乗
車
・
中
古

車
等
の
車
両
、
整
備
機
能
、
豊
富
な
人
材
な
ど

の
資
産
を
保
有
し
て
い
る
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
強
み
を
生
か
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

図表４．居住地でのカーシェアリングの普及への見方� （％）

出所）現代文化研究所「2018年全国自動車保有ユーザー調査（2,286サンプル）」
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デ
ル
を
考
え
る
た
め
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
技
術
に
よ
る
個
人
認
証
を
活
用

し
、
車
両
が
変
わ
っ
て
も
運
転
者
の
利
用
履
歴

情
報
が
車
内
で
認
識
・
照
合
で
き
る
よ
う
に
し

た
上
で
、
現
在
車
を
保
有
す
る
顧
客
に
も
、「
所

有
権
」
で
は
な
く
「
使
用
権
」
で
取
引
し
、
使

用
度
に
応
じ
た
合
理
的
な
課
金
方
式
に
転
換
す

る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
は
車
の
安
全
性
や
省
燃
費
性
能
、
通
信

技
術
等
の
進
化
が
著
し
い
た
め
、
同
じ
車
の
利

用
期
間
は
望
み
に
応
じ
柔
軟
に
選
択
で
き
、
車

種
等
（
中
古
車
も
含
む
）
に
よ
る
料
金
体
系
も

幅
広
い
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
敷
地
内
に
は
、
月
額
で
利
用
で

き
る
車
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
豊
富
に
揃
っ
て
お

り
、
車
非
保
有
者
向
け
に
も
現
行
の
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
に
比
べ
、
借
り
ら
れ
る
地
点
数
、
地

点
当
り
の
台
数
、
選
択
可
能
な
車
種
数
と
も
巨

大
化
し
、
魅
力
を
高
め
ら
れ
る
。

　

利
用
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
車
両
の
稼
働
率

に
応
じ
た
価
格
変
動
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
、
自

宅
や
鉄
道
駅
か
ら
不
便
な
場
所
で
は
、
電
動
自

転
車
・
ス
ク
ー
タ
ー
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
組
み

合
せ
た
り
、
保
管
場
所
の
仲
介
サ
ー
ビ
ス
（
店

舗
内
敷
地
も
含
む
）
も
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫

を
加
え
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

　

事
業
者
側
と
し
て
は
、
①
保
有
長
期
化
ト
レ

ン
ド
の
阻
止
②
Ｅ
Ｖ
・
燃
料
電
池
車
な
ど
個
人

に
は
普
及
し
難
い
最
新
技
術
車
の
普
及
促
進
、

③
車
両
を
法
人
所
有
に
す
る
こ
と
で
整
備
・
保

険
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
下
取
り
等
を
１
０
０
％

掌
握
、
④
将
来
の
主
役
と
な
る
若
年
ユ
ー
ザ
ー

の
取
り
込
み
、
⑤
他
の
交
通
機
関
を
含
む
最
適

な
移
動
の
案
内
シ
ス
テ
ム
と
融
合
可
能
な
ど
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。

　

特
に
①
は
、
車
の
保
有
期
間
は
成
り
行
き
に

任
せ
て
い
る
と
今
後
も
伸
び
る
一
方
と
予
測
さ

れ
、
業
界
の
重
要
課
題
と
な
る
。

　

現
代
文
化
研
究
所
の
調
査
結
果
で
は
、
現
保

有
新
車
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
購
入
者
）
の
保
有
予
定

期
間
は
、
５
年
前
調
査
時
の
平
均
７
・
０
年
か

ら
、
３
年
前
に
は
７
・
７
年
へ
、
今
年
は
８
・

２
年
と
一
貫
し
て
伸
び
て
い
る
。

　

今
後
消
費
税
増
税
な
ど
社
会
保
障
負
担
が
増

え
る
見
込
み
の
中
、
将
来
不
安
に
よ
る
消
費
者

の
生
活
防
衛
意
識
か
ら
、
慎
重
な
消
費
行
動
が

根
強
く
続
く
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

技
術
進
化
が
著
し
い
中
で
は
短
期
サ
イ
ク
ル

で
乗
り
換
え
ら
れ
る
方
が
安
全
で
快
適
な
カ
ー

ラ
イ
フ
を
顧
客
は
享
受
で
き
、
多
様
な
選
択
肢

提
供
で
車
そ
の
も
の
へ
の
関
心
・
愛
着
も
喚
起

で
き
、
カ
ー
ラ
イ
フ
の
質
的
向
上
に
も
貢
献
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

手
法
の
一
例
を
示
し
た
が
、
将
来
へ
の
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
策
の
議
論
が
今
後
活
発
化
し
て
い

く
こ
と
を
望
み
た
い
。


